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取扱説明書 
 

商品型式： IS-J2534 nano 

品名：検査用スキャンツール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社イヤサカ 

製品を使用する前に取扱説明書を注意深く読み、 
よく理解してから使用してください。 

 
この取扱説明書はいつでも使用できるよう大切 
に保管してください。 

 警告  

〔型式：nanoWIN／型式試験番号：JASEA-KS-34〕 



 

 

 

 

このたびは自動車検査用機械器具 検査用スキャンツール「IS-J2534 nano」をお買い上げいただき、まことにあ

りがとうございます。 

ご使用前に、この取扱説明書を注意深く読み、内容をよく理解してください。 

取扱説明書の中の注意事項をよく読んでご使用頂かないと、充分に能力を発揮できないばかりでなく、物品の破

損や人身事故につながりますので、充分理解した上で、正しくご使用ください。 

 

お買い上げの製品や取扱説明書の内容については、お買い上げ頂きました販売会社までお問い合わせください。 

 

尚、本取扱説明書は大切にご使用してください。万一紛失・汚損された場合は速やかに販売会社までお問い合

わせ頂き、いつでも使用できるようにしておいてください。 

 

注意・制限事項  

●取扱説明書の内容は、製品の仕様変更などで予告なく変更される場合がありますので、ご了承ください。 

 

●「使用上のご注意」や「安全上のご注意」など安全に関する注意事項は、取扱説明書作成時点での法的

基準や業界基準に拠った内容になっております。 

従いまして記載内容が最新の場合ではない場合もありますので、現在の製品の取扱説明書に記載されてい

る最新の安全に関する注意を参照くださいますようお願いします。 

 

●製品には、取扱説明書を補足するために、安全に関する注意事項・正誤表などの取扱説明書以外の印刷

物が同梱されている場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

技術基準適合宣言 

この製品は下記に準拠しています。 

●特定無線設備（技適マーク）技術基準適合 

 

 

 

 

 

 

  

この取扱説明書では「危険」「警告」「注意」について次のような定義と警告表を使
用しています。 
警告表示は安全作業のために重要な事柄です。人身事故や財物損害防止のため
の重要事項が記載されていますので、必ずよく理解してから使用してください。 
 
 
・危険――取扱を誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険が 

切迫して生じる事が想定される場合。 
 
・警告――取扱を誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う可能性 

が想定される場合。 
 
・注意――取扱を誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定される 

場合及び物的損害のみの発生が想定される場合。 

警告  

工事設計認証番号：R 217-204070 
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１．使用目的 

本製品は、自動車検査時における OBD 検査を行う際に使用する自動車検査用機械器具(検査用スキャン

ツール)です。 

本製品を自動車に接続する事により VCI（Vehicle Communication Interface）となり、別途 独立行

政法人 自動車技術総合機構より提供されている 「特定 DTC 照会アプリ」 がインストールされた、インターネ

ット接続可能な PC(又はタブレット)とあわせて使用します。 

 

２．初期設定について 

本製品の購入後は、初期設定が必要です。 

別添 『初期設定手順書』 を参照し、OBD 検査の際に使用する PC(又はタブレット)を準備のうえ、IS-

J2534 nano のユーザー登録および IS-J2534 Utility(DoIP)をインストールしてください。 

 

３．取扱上の警告・注意 

3-１ 使用上の注意・制限事項 

●本製品は精密機器です。運搬及び取扱にはご注意ください。変形などにより精度に影響を及ぼし正しく作 

業を行えない場合があります。 

●初期設定を行ってから本製品を使用開始してください。 

●本製品の単独使用による OBD 検査はできません。  本製品の使用(OBD 検査)にあたっては、別途独立 

行政法人 自動車技術総合機構より提供されている 「特定 DTC 照会アプリ」 がインストールされた、イン 

ターネット接続可能な PC(又はタブレット)が必要となります。 

●本製品を車両から着脱する際は、車両のイグニッションスイッチが OFF であることを必ず確認してください。 

イグニッションスイッチが ON の位置で着脱すると、本体やプログラムを破壊する場合があります。 

●ケーブルを無理に引っ張らないでください。 

●車両への接続時は、診断コネクタに本製品がしっかりと接続されていることを確かめてからお使いください。 

●別の製品のケーブルを使用しないでください。 

●本体のコネクタ部に異物を入れないでください。 

●本体およびケーブル等の金属端子部に直接手を触れないでください。汚れによる接触不良や静電気による

破壊等が発生する場合があります。 

●端子部分にエンジンオイルなどを付着させないでください。接触不良の原因となります。 

●エンジンオイル、ガソリン、不凍液およびバッテリ液を本体に付着させないでください。 

●アルコールを含む液体で本製品をふかないでください。割れの原因となります。 

●気温 0° C ～ 50° C、湿度 80％以下の環境でご使用ください。 

●ケーブルの被覆が破れた場合は、ショートのおそれがありますのでご使用を中止してください。 

●本体およびケーブル等を水に濡らしたり、衝撃等を与えないでください。 

●本体は防水仕様ではありませんので水に濡らさないでください。 

●ぬれた手で、本製品に触れないでください。 

●運転者は、運転中に本製品を操作しないでください。 

●電源電圧は DC10V 以上 32V 以下でお使いください。 

●車両の点検・修理時は、人的な傷害を未然に防ぐため必ずパーキング・ブレーキを確実にかけ、また車輪止

めを設置してから行ってください。 

●車庫などの周囲が囲まれている空間でエンジンを作動させたまま点検を行う際には、必ず十分な換気を行っ 

てください。排気ガス中には意識不明状態や死亡に至らせる恐れのある無色無臭の非常に危険な一酸化

炭素が含まれております。 排気ガスは絶対に吸い込まないようにしてください。 

●本製品を分解・改造しないでください。 
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3-2 保管場所に関する注意・制限事項 

下記要件に当てはまる場所には保管しないでください。 

●水のかかるところ 

●強い衝撃が加わるところ 

●気温 -20° C 以下 70° C 以上、湿度 80% 以上のところ 

●結露のあるところ 

●直射日光があたるところや炎天下の車室内など高温になるところ 

 

 

 

 

【参考】 「特定 DTC 照会アプリ」について 

「特定 DTC 照会アプリ」 のインストールや操作方法については、『OBD 検査ポータル』を参照ください。 

 

独立行政法人 自動車技術総合機構 『OBD 検査ポータル』

https://www.obd.naltec.go.jp/mainte/manual 

 

  

 

取扱説明書をよく読み、理解した上で使用する事。 

 

誤操作により、思わぬ事故の可能性があります。 

https://www.obd.naltec.go.jp/mainte/manual
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４．構成品一覧 

 ①  クイックスタートガイド × 1 部 

②  USB Type-C ケーブル

(3.0m)       

× 1 本 

③ ソフトケース × 1 個 

④ IS-J2534 nano 本体 × 1 個 

⑤ 保証書 × 1 部 

(メモ) 

 ・ソフトケースは IS-J2534 nano 本体収納用のケースです。 

５．製品仕様 

製品名 IS-J2534 nano 

型式 / 型式試験番号 nano WIN / JASEA-KS-34 

寸法（mm） W 61 ×D 29 ×H 110 

重量（g） 117 

対応通信プロトコル 

K-LINE 
ISO9141 

ISO14230 

（対応メッセージ仕様） 

ISO15031 

SAEJ1979 

ISO14229 
CAN ISO15765 

DoIP （Ethernet） ISO13400 

ファームウェアのバージョン 1.85 

ドライバのバージョン 1.08 

車両との接続 

 

無線 〔Bluetooth〕 

有線 〔Type-C～Type-A〕 

備考 ・OBD 検査使用時は「特定 DTC 照会アプリ」がインストールされたインター 

ネット接続可能な PC(又はタブレット)が別途必要 

 

 

 

 

 

① ② 

③ ④ 

保証書 

⑤ 
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6．IS-J2534 nano 本体各部の名称 

 

No 名 称 

① DLC 接続端子（車両接続側） 

② 社銘板 

③ USB (Type-C) ポート（PC 又はタブレット接続側） 

④ インジケータランプ 

＜社銘板＞ 

・社銘板には 「型式」、 「製造番号」が記載されています。 

 

 

 

 

 

 

① 

（正面） （背面） 

（右側面） （左側面） 

（底面） 
④ 

③ 

（背面） 

型式：nanoWIN 

製造番号：38-100100 

② 

JASEA-KS-12 
【例】 

 (ゴムカバー内部)  
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7．使用前点検 

（１） 本体の接続端子部に損傷がない事を目視確認してください。 

（２） 有線接続にてご使用の場合は、付属の USB ケーブルに亀裂や損傷がない事を目視確認してください。 

（３） OBD 検査の際に使用する PC(又はタブレット)が、インターネットに接続されている事を確認してください。 

（４） 「特定 DTC 照会アプリ」 の使用スキャンツール設定が本製品に設定されている事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 「特定 DTC 照会アプリ」について 

「特定 DTC 照会アプリ」 のインストール方法や操作方法詳細については、『OBD 検査ポータル』を参照ください。 

 

独立行政法人 自動車技術総合機構 『OBD 検査ポータル』

https://www.obd.naltec.go.jp/mainte/manual 

 特定 DTC 照会アプリ 動作環境 

（Windows の PC 又はタブレットにインストールして使用） 

 

 OS Microsoft Windows 10 以上（Home 又は Pro、リビジョン 2004 以降）  

CPU 1GHz 以上 

メモリ 2GB 以上 

ディスク C ドライブ 空き容量 1GB 以上 

ソフトウェア .NET Framework 4.6.2 以上 

Microsoft Visual C++ 再頒布可能パッケージ（2017 以上）32bit 版 

最新情報やその他詳細は 『OBD 検査ポータル』 を参照ください。 

 

  

 

 

注意  
本製品の単独使用による OBD検査はできません。 
OBD検査時は、独立行政法人 自動車技術総合機構より提供されて
いる 「特定 DTC照会アプリ」 を使用し、インターネット接続が必要と
なります。 

or 

インターネット接続環境 

 

 

「特定 DTC 照会アプリ」 がインストールされた 

PC(又はタブレット) 

Internet 

 OBD検査時に必要となる準備品  

① ② 

本製品には含まれておりませんので、あらかじめご準備ください。 

※1 PC(又はタブレット)には対象の USB ポート(Type-A)が付いたモデルまたは変換アダプタをご用意ください。 

※1 

https://www.obd.naltec.go.jp/mainte/manual
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8．取扱方法 

 

 

 

 

8-１-1 「特定 DTC 照会アプリ」 を起動する 

PC(又はタブレット)がインターネット接続されている事を確認のうえ、 「特定 DTC 照会アプリ」 を起動します。 

起動後、“OBD 検査” 又は “OBD 確認” を選択してください。 

 

 

 

 

 

8-１-２ 「特定 DTC アプリ」 車両情報の入力および検査要否確認 

 「特定 DTC 照会アプリ」 で検査する車両の車検証を確認のうえ、車両情報の入力をしてください。 

 車両情報は “車台番号”、“型式”、“燃料の種類”、“初度登録年月”、“類別区分番号” の入力が必要です。 

 車両情報入力後、“検査要否確認”を選択し、検査要否の確認を行ってください。 

 

  

 作業時のワンポイント  

・「特定 DTC 照会アプリ」のスキャンツール設定で本製品が設定されてある事を確認してください。 

無線接続の場合：nanoWIN _○○-○○○○○○ (BT) 

有線接続の場合：nanoWIN _○○-○○○○○○ (USB) 

「特定 DTC 照会アプリ」では、本製品は『nanoWIN _(製造番号)_(BT 又は USB)』と表示されます。 

設定内容が接続する本体と一致しているか確認してください。 

（製造番号表示） 

【参考】「特定 DTC 照会アプリ」スキャンツール設定 

 

 本製品の購入後に初めて使用する場合は、別添 『初期設定手順
書』 を参照し、初期設定を行ってから使用開始してください。 

注意  
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8-2-1 IS-J2534 nano の事前準備 

【無線でご使用される場合】 

無線でご使用される場合は、本体の事前準備は不要です。 

P8 「8-2-2 IS-J2534 nano を車両に接続する」へお進みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【有線でご使用される場合】 

IS-J2534 nano 本体底面のゴムカバーを開き、USB ポートに付属の USB ケーブルを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注意  

・この作業時では、まだ PC(又はタブレット)に接続しないでください。 
接続順序を誤ると正常動作しません。 

・必ず付属の USBケーブルを使用してください。 

この作業時では、まだ PC(又は 

タブレット)に接続しない事。 

NG 

 
無線の場合「Bluetooth 通信」を使用しますので、予め PC(又はタブレット) 
の Bluetooth 設定を ONにしてください。 

注意  

Bluetooth を ONにします 
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8-2-2 IS-J2534 nano を車両に接続する 

車両のイグニッションスイッチが“OFF”であることを確認して、IS-J2534 nano 本体を車両側 DLC コネクタに接

続します。 

その後、車両のエンジンを“ON”（ハイブリッド車等は“READY”）にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（車内） （有線接続イメージ） （無線接続イメージ） 

 
注意  

・車両のイグニッションスイッチ ON/ READY等の通電状態でスキャンツール 
接続すると、車両及びスキャンツールが破損する恐れがありますので、ご注 
意ください。 
 
・車両のエンジンを“ON”（ハイブリッド車等は“READY”）にせずに OBD検査 
を実施すると、「検査の一部未実施」扱いになりますのでご注意ください。 
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8-2-3 PC(又はタブレット)に USB ケーブルを接続する 

IS-J2534 nano に接続された USB ケーブルを、PC(又はタブレット)側に接続します。 

※無線でご使用される場合、当作業は不要です。P9 「8-3-1 「特定 DTC アプリ」 検査(確認)実行」へお進

みください。 

8-3-1 「特定 DTC アプリ」 検査(確認)実行 

「特定 DTC 照会アプリ」 の検査実行を選択してください。  

「特定 DTC 照会アプリ」 の上部メッセージ表示部が “検査用スキャンツール接続中” と表示された後、“ECU と

通信中” に切り替わっていきます。 

通信が完了すると、「特定 DTC 照会アプリ」 は “適合” または “不適合” いずれかの結果が表示されます。 

 

検査(確認)完了後は、イグニッションスイッチが“OFF”にした後、IS-J2534 nano を車両から取り外します。 

 

 作業時のワンポイント  

・IS-J2534 nano の接続は、先に車両側へ接続してから PC 側に接続します。 

 
注意  

① ② 

順序を誤ると正しく接続が認識されません。 

③ 

接続した USBケーブルに手や足をひっかけたりしないよう注意してください。 

 

車両や PC(又はタブレット)との接続中、ケーブルや IS-J2534 nano本体をゆらし
たりしない事。 

注意  

※ PC(又はタブレット)は対象の 

USB ポート(Type-A)が付いた 

モデルまたは変換アダプタを 

ご用意ください。 
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9．注意事項 

 無線/有線 切替時の注意  

・無線から有線 or 有線から無線へ接続方法を変更される場合は、「J-2534 Utility(DoIP)」にてコミュニケー 

ションテストを行う必要があります。 

 作業方法につきましては、別添 『初期設定手順書』 を参照ください。 

 

 

 

 無線接続時の注意  

・PC(又はタブレット)の Bluetooth 設定を ON にする事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：Windows11 の設定画面 

Bluetooth 設定が OFFになっていると、無線通信を行うことが出来ません。 

Bluetooth を ONにします 
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 有線接続時の注意  

・OBD 検査時、IS-J2534 nano 本体を先に PC(又はタブレット)側と接続された状態から、車両側に接続しよ

うとしない事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考】 IS-J2534nano 本体インジケータランプの状態について 

 インジケータランプは以下状態の時に点灯します 

 

 

 

 

OBD 検査時、IS-J2534 nanoを先に PC(又はタブレット)側に接続した状態から車両側に接続しようとすると、接続が 

正しく認識されず正常動作しません。 

① ② NG 

① ② ③ 
OK 

OBD 検査時、IS-J2534 nanoは先に車両側へ接続してから、PC(又はタブレット)側に接続します。 

(点灯イメージ) 

・ 車両側との接続を認識している時(無線/有線 共通) 

・ PC(又はタブレット)側との接続を認識している時 (有線のみ) 

・ 「特定 DTC 照会アプリ」 での検査実行時 (無線/有線 共通) 

青色で点灯します 

インジケータランプ 

⇔ ⇔ ⇔ 青色⇔緑色で交互に高速点灯します 

青色で点灯します 

・ 「特定 DTC 照会アプリ」 での検査完了時 (無線/有線 共通) 

⇔ 青色⇔緑色 で交互に点灯します 



 

- 12 - 

 

１0．保守・点検 

点検時期 点検箇所 点検要領 対処方法 

使用前 

本体 

DLC 接続端子 接続部に汚れや損傷がない事を確認してく

ださい。 

汚れがある場合は、清掃してくださ

い。 

亀裂や損傷がある場合は、お買い

上げの販売会社へお問い合わせく

ださい。 

USB ポート 

付属品 USB ケーブル 
ケーブルに亀裂や損傷がない事、接続部に

汚れや損傷がない事を確認してください。 

3 ヶ月 本体 

登録機器確認 
「J-2534 Utility(DoIP)」を起動し、登

録機器の確認を行ってください。 

異常がある場合は、お買い上げの

販売会社へお問い合わせください。 

バージョン確認 

「J-2534 Utility(DoIP)」を起動し、ファ

ームウェアのバージョンおよびドライバのバージ

ョンが検査用スキャンツールとして登録されて

あるものと同じである事を確認してください。 

通信テスト 

「J-2534 Utility(DoIP)」を起動し、通

信テスト(コミュニケーションテスト)を行ってく

ださい。 

 

「J-2534Utility(DoIP)」 は、IS-J2534nano 初期設定および OBD 検査の際に使用する PC(又はタブレット)から起動させてください。 

 

 

  

or 
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１1．製品保証規定 

（１）保証規定 

取扱説明書・注意ラベル等の注意書きに従って、正常な使用状態で保証期間内（納入後１年           

以内）に故障した場合は、弊社の責任において無償にて欠陥部品の修理・交換・交換部品           

の送付等をさせて頂きます。 但し、修理期間中の代替機貸出等を保証するものではありません。 

また、二次的に発生する損失の保証及び、次の場合に該当する故障は保証いたしません。 

 1. 使用上の誤り・保守点検及び保管等の義務を怠ったために発生した故障及び損傷。 

 2. 製品の作動機構に悪影響を及ぼす変更を加え、それが原因で発生した故障及び損傷。 

 3. 消耗品が損傷し、交換を要する場合。 

 4. 火災・地震・風水害・その他天災地変等、外部に要因がある故障及び損傷。 

 5. 指定された純正部品をご使用されなかった事に起因する場合。 

 6. 日本国以外でご使用される場合。 

 7. 保証請求手続きが不備の場合。（例：型式及び製造番号の連絡が無い場合等） 

 8. 組立に原因がある場合。 

 尚、本製品及びその付属品に使用されているゴム部品など、あらゆる自然損耗する部品及び、消耗

品については、保証の適用を除外させて頂きます。 

 

（２）保証請求方法 

上記規定に基づき、本製品の保証請求を行う場合には、お買い上げの販売会社までご一報ください。

販売会社にて必要な手続きを実施いたします。 

尚、保証の要否は、大変勝手ながら弊社において判断させて頂きますのでご了承ください。 

 

（３）アフターサービスについて 

 1. 調子が悪いとき 

まずはこの取扱説明書をもう一度ご覧になって調べてください。 

 2. それでも調子の悪いとき 

商品保証規定に従い修理させて頂きますので、お買上げの販売会社へ修理を依頼してください。 

 3. 保証期間中の修理について 

保証期間は納入後１年以内です。製品保証規定の内容に基づいて修理させて頂きます。 

また、保証期間終了後も 1 ヶ月以内に申し込みされた場合に限り、本体保証の延長 を行う事

ができます。 

 4. 保証期間後の修理について 

お買上げ頂いた販売会社にご相談してください。修理によって機能が維持できる場合は、お客様

のご要望により、有料修理を致します。 

 

 ※本体保証の延長について 

保証期間終了後 1 ヶ月以内に本体保証延長申し込みされた場合に限り、本体保証が 1 年延長

されます。延長をご希望される場合はお買い上げの販売会社までご一報ください。 

アップデート及び保証期間は、ユーザー登録時にご契約いただいたメールアドレス宛に送信されており

ます、「scantool.jp 登録受付メール」よりご確認いただけます。 

 

アフターサービスについての詳細・その他ご不明な点については、お買上げ頂いた販売会社へお問い

合わせください。 尚、お問い合わせ頂く場合は次の事柄をお知らせ下さい。 

〔 型式／製造番号／購入年月日／製品の状況(できるだけ詳しく) 〕 

※ 
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〔製品情報記載欄〕 

必要事項を下表に記載しておくと、お問い合わせの際に便利です。 

 

商品型式／品名 IS-J2534 nano／検査用スキャンツール 

製造番号 No. 

購入年月日         年     月     日 

購入店名 

社名： 

住所： 

電話： 担当者  

故障日・状況 年      月     日  

 

年      月     日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

例）製造番号：38-100100 

製造番号の確認 

(背面) 

背面に貼付されている社銘板に 

製造番号が記載されています。 
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【参考】 整備用機能オプション（有償）のご紹介 

お手持ちの Windows 端末※に「専用アプリ」を追加することで、電子制御装置整備に欠かせない車両診断や ADAS

キャリブレーションなどの整備用機能を有料オプションとして提供しております。  

これにより IS-J2534 nano を整備用スキャンツールとしてご使用いただくことも可能になります。 

整備用機能オプションをご希望の場合は、お買い上げの販売会社までご一報ください。 

※ インターネット接続可能な Windows10 以上の PCまたはタブレット 



 



 
本社／〒113-0034 東京都文京区湯島 3-26-9  TEL.03-3833-6110 FAX.03-5688-7074

 

札 幌 支 店 〒 0 0 3 - 0 8 7 3  

北海道札幌市白石区米里３条２丁目 1-5 

 T E L ( 0 1 1 ) 8 7 5 - 7 1 0 0   F A X ( 0 1 1 ) 8 7 5 - 7 2 0 0 

  

旭 川 出 張 所 〒 0 7 0 - 8 0 1 8  

北海道旭川市神居 8 条 1-1-7 

 T E L ( 0 1 6 6 ) 7 6 - 1 8 6 2   F A X ( 0 1 6 6 ) 7 6 - 1 8 6 4 

  

仙 台 支 店 〒 9 8 3 - 0 8 3 5  

仙台市宮城野区大梶 10-23 

 T E L ( 0 2 2 ) 2 5 7 - 3 2 5 1   F A X ( 0 2 2 ) 2 9 2 - 1 0 4 5 

  

郡 山 営 業 所 〒 9 6 3 - 8 8 4 5 

福島県郡山市名倉 44-1 

 T E L ( 0 2 4 ) 9 4 6 - 9 8 8 1   F A X ( 0 2 4 ) 9 3 7 - 1 4 5 1 

  

盛 岡 営 業 所 〒 0 2 0 - 0 7 6 4  

岩手県滝沢市大釜土井尻 124-1 

 T E L ( 0 1 9 ) 6 9 9 - 1 8 3 0   F A X ( 0 1 9 ) 6 9 9 - 1 8 3 3 

  

東 京 支 店 〒 1 1 3 - 0 0 3 4 

東京都文京区湯島 3-26-9 本社ビル 8F 

 T E L ( 0 3 ) 3 8 3 3 - 6 1 1 6   F A X ( 0 3 ) 5 6 8 8 - 7 0 6 3 

  

横 浜 営 業 所 〒 2 2 4 - 0 0 2 1 

神奈川県横浜市都筑区北山田 2-2-32 クィーンズガーデン 102 号  

 T E L ( 0 4 5 ) 5 9 1 - 2 0 1 0  F A X ( 0 4 5 ) 5 9 0 - 0 0 6 7 

  

静 岡 営 業 所 〒 4 2 0 - 0 8 1 3 

静岡県静岡市葵区長沼 3-6-12 

 T E L ( 0 5 4 ) 2 6 3 - 9 1 6 1   F A X ( 0 5 4 ) 2 6 3 - 9 1 6 0 

  

関 東 支 店 〒 3 3 1 - 0 0 4 6  

埼玉県さいたま市西区宮前町 503-1 

 T E L ( 0 4 8 ) 6 2 4 - 3 2 5 7   F A X ( 0 4 8 ) 6 2 0 - 1 0 0 7 

  

埼 玉 営 業 所 〒 3 3 1 - 0 0 4 6  

埼玉県さいたま市西区宮前町 503-1 

 T E L ( 0 4 8 ) 6 2 4 - 3 2 5 6   F A X ( 0 4 8 ) 6 2 0 - 1 0 0 9 

  

千 葉 営 業 所 〒 2 6 2 - 0 0 3 3 

千葉市花見川区幕張本郷 6-24-12 

 T E L ( 0 4 3 ) 3 0 5 - 5 0 0 0   F A X ( 0 4 3 ) 3 0 5 - 5 0 0 1 

  

茨 城 営 業 所 〒 3 1 0 - 0 9 0 2  

水戸市渡里町 2616 

 T E L ( 0 2 9 ) 2 3 9 - 5 2 2 5   F A X ( 0 2 9 ) 2 3 9 - 5 2 2 6 

  

栃 木 営 業 所 〒 3 2 0 - 0 8 4 6  

宇都宮市滝の原 2-4-4 

 T E L ( 0 2 8 ) 6 7 8 - 5 7 2 0   F A X ( 0 2 8 ) 6 7 8 - 6 5 6 7 

  

長 野 営 業 所 〒 3 8 0 - 0 9 2 8  

長野県長野市若里 1-23-11 

 T E L ( 0 2 6 ) 2 2 7 - 1 7 8 7   F A X ( 0 2 6 ) 2 9 1 - 6 2 2 0 

  

山 梨 営 業 所 〒 4 0 0 - 0 8 5 1  

山梨県甲府市住吉 5-25-27 1F 

 T E L ( 0 5 5 ) 2 4 9 - 8 4 1 0   F A X ( 0 5 5 ) 2 4 9 - 8 4 1 1 

 

群 馬 営 業 所 

 

〒 3 7 1 - 0 8 4 4 

群馬県前橋市古市町 231 

 T E L ( 0 2 7 ) 2 2 6 - 5 2 4 7   F A X ( 0 2 7 ) 2 2 6 - 5 2 4 8 

  

新 潟 営 業 所 〒 9 5 0 - 0 9 9 3  

新潟市中央区上所中 3-12-19 

 T E L ( 0 2 5 ) 2 8 0 - 9 1 0 2   F A X ( 0 2 5 ) 2 8 0 - 9 1 0 3 

 

 

名 古 屋 支 店 〒 4 6 0 - 0 0 1 2  

名古屋市中区千代田 5-14-28 

 T E L ( 0 5 2 ) 2 5 1 - 5 8 3 1   F A X ( 0 5 2 ) 2 4 9 - 1 7 0 1 

  

三 重 営 業 所  〒 5 1 0 - 0 0 6 5  

三重県四日市市中浜田町 4-16 ロイヤルマンション HAMADA 1-2 号 

 T E L ( 0 5 9 ) 3 2 9 - 7 4 7 5   F A X ( 0 5 9 ) 3 2 9 - 7 4 7 6 

 

岐 阜 営 業 所 〒 5 0 0 - 8 3 8 3  

岐阜県岐阜市江添 3-7-20 

 T E L ( 0 5 8 ) 2 7 7 - 5 2 8 1   F A X ( 0 5 8 ) 2 7 7 - 5 2 8 0 

  

金 沢 営 業 所 〒 9 2 0 - 0 0 1 5  

石川県金沢市諸江町上丁 307-17 

 T E L ( 0 7 6 ) 2 3 3 - 1 6 8 8   F A X ( 0 7 6 ) 2 3 3 - 1 6 5 5 

  

富 山 営 業 所 〒 9 3 9 - 8 2 1 4 

富山県富山市黒崎 135-1 アロマ・フォーレⅢ 101 号 

 T E L ( 0 7 6 ) 4 6 1 - 6 0 8 1   F A X ( 0 7 6 ) 4 6 1 - 6 0 8 2 

  

大 阪 支 店 〒 5 4 1 - 0 0 5 8 

大阪府大阪市中央区南久宝寺町 4-3-6 

 T E L ( 0 6 ) 6 2 5 1 - 8 5 8 1   F A X ( 0 6 ) 6 2 5 8 - 2 0 8 4 

  

京 都 営 業 所 〒 6 1 2 - 8 4 4 5  

京都市伏見区竹田浄菩薩院町 78 番地 池田ビル 103 号 

 T E L ( 0 7 5 ) 6 0 4 - 5 9 8 8   F A X ( 0 7 5 ) 6 1 1 - 3 8 8 9 

  

神 戸 営 業 所 〒 6 5 3 - 0 0 1 4  

兵庫県神戸市長田区御蔵通 7-32 

 T E L ( 0 7 8 ) 5 1 5 - 8 1 0 1   F A X ( 0 7 8 ) 5 1 5 - 8 1 4 0 

  

高 松 営 業 所 〒 7 6 1 - 8 0 1 3 

高松市香西東町 329-11 

 T E L ( 0 8 7 ) 8 8 2 - 4 3 8 8   F A X ( 0 8 7 ) 8 7 0 - 5 5 9 0 

  

広 島 支 店 〒 7 3 9 - 0 3 2 3  

広島県広島市安芸区中野東 2-4-31 

 T E L ( 0 8 2 ) 8 9 2 - 0 3 9 1   F A X ( 0 8 2 ) 8 2 0 - 2 0 0 2 

  

岡 山 営 業 所  〒 7 0 0 - 0 9 7 5  

岡山県岡山市北区今 2-2-7 今中央ﾋﾞﾙ 1F 

 T E L ( 0 8 6 ) 2 4 1 - 8 9 8 1   F A X ( 0 8 6 ) 2 4 1 - 2 4 6 3 

  

山 口 営 業 所  〒 7 5 3 - 0 8 1 2  

山口県山口市宝町 1-78 電子ﾋﾞﾙ 1F 

 T E L ( 0 8 3 ) 9 2 3 - 4 7 4 5   F A X ( 0 8 3 ) 9 3 3 - 0 0 9 5 

  

福 岡 支 店 〒 8 1 2 - 0 8 7 1  

福岡県福岡市博多区東雲町 4-3-8 

 T E L ( 0 9 2 ) 5 8 1 - 8 4 8 0   F A X ( 0 9 2 ) 5 8 3 - 1 0 0 9 

  

鹿児島営業所  〒 8 9 1 - 0 1 4 3  

鹿児島県鹿児島市和田 1-24-16-2 

 T E L ( 0 9 9 ) 8 1 3 - 8 7 0 7   F A X ( 0 9 9 ) 8 1 3 - 8 7 0 8 

 

 

お問合わせ 

 

 

販売会社又は施行工業者の方にお願い。 

この取扱説明書は、お客様に必ず渡して下さい。 


